
平成 29 年度 東三河自然再生推進業務 概要 

（東三河総局委託事業） 
 
１．業務の目的 
 自然観察、ＳＮＳでの情報発信、エコツアーガイド実践等を通して東三河地域で環境活動する次

世代の担い手育成と豊かな自然の魅力発信の実践を学んだ。平成 27 年度からの 3 年度継続事業で

地域の豊かな自然環境を保全し、情報発信する「環境地域リーダー」の育成を目指した。 
  
２．事業の概要 
 平成 29 年度事業では、水辺環境や渥美半島の自然公園について学び、それらの魅力発信を実践す

る内容で 9 月から 11 月の 3 ヶ月間にわたって以下の事業を展開した。 
 ①里川フィールドリーダー養成講座（9 月 17 日、18 日） 
 ②自然公園魅力発信コアリーダー養成講座（10 月 14 日、15 日：1 泊 2 日） 
 ③自然公園フィールドエコツアー（11 月 19 日日帰りツアー） 
 
３．実施概要 
 ①里川フィールドリーダー養成講座（9 月 17 日、18 日） 
 講座には、21 名の応募者があり、19 名が受講した。テーマは、水辺環境の自然と情報発信だっ

た。水辺環境では、朝倉川、豊川（とよがわ）、豊川河口の干潟等をフィールドに生き物観察とＳＮ

Ｓ利用による情報発信を実践した。 
 生き物観察では、自然観察ノートに代わる「自然フィールドカード」を提案、実際に作成を試み

た。 
 

自然フィールドカードの記載内容を検討する受

講生（里川フィールドリーダー養成講座） 

豊川（とよがわ）河口で干潟の生き物観察をする

（里川フィールドリーダー養成講座） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
②自然公園魅力発信コアリーダー養成講座（10 月 14 日、15 日：1 泊 2 日） 
 東三河の豊かな自然をガイドできる人材のレベルアップを目指した講座だった。渥美半島の自

然公園の魅力をガイドするエコツアーを設計し、実践する内容で平成 27 年度の「“ほの国自然ソ

ムリエ”学校」から参加してきた修了生らを主な対象に 11 名が受講した。 
 ガイド実践に向け、自然フィールドカードを応用した「フィールドエコツアーカード」を作成

した。 
 
 
 
 
 

朝倉川で生き物を採取する（里川フィールドリー

ダー養成講座） 
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恋路ケ浜で海浜性植物を調べる受講生（自然公園

魅力発信コアリーダー養成講座） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③自然公園フィールドエコツアー（11 月 19 日日帰りツアー） 
 渥美半島の「椿の里山」「恋路ケ浜」、そして平成 30 年 4 月に正式開園する「砂丘とオアシス（湧水）の再生」をテーマにした国内初の海浜

性植物園「いらご さららパーク（伊良湖休暇村公園）」の 3 箇所を巡る日帰りツアーとして実施した。 
 本エコツアーは、10 月の自然公園魅力発信コアリーダー養成講座修了生が設計した内容。一般募集で集まった親子など 34 名が参加した。 

椿の里山で椿の実を拾う（自然公園魅力発信コアリ

ーダー養成講座） 

エコツアー設計について講師の話を聞く（自然公園

魅力発信コアリーダー養成講座） 

エコツアー参加者が外来種駆除実践したエコツアー

（自然公園フィールドエコツアー） 

フィールドエコツアーカードを実際に使ってガイ

ドする修了生（自然公園フィールドエコツアー）


